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むつ市公共交通再編検討業務委託仕様書 

 

 本仕様書は、むつ市（以下「発注者」という。）が実施するむつ市公共交通再編

検討業務（以下「本業務」という。）に関して必要な事項を定めるとともに、受注

者が履行しなければならない事項を定めるものである。 

 

１ 業務名 

むつ市公共交通再編検討業務委託 

 

２ 業務の目的 

 本市の公共交通を取り巻く環境は、市内バス及びタクシー事業者の運転手不足

や高齢化等の影響により、路線バスの減便や廃止、タクシー運行車両の不足等と

いった形で顕在化し、年々、厳しさを増している状況である。 

 また、令和７年度からは全ての中学校の部活動が地域に移行し、令和９年度か

らは大湊高等学校とむつ工業高等学校の統合校の開校が予定されているなど、今

後、本市における交通事情は大幅に変化していくことが想定される。 

 本業務は、本市における公共交通を取り巻く現況や課題を整理し、効果的かつ

効率的な公共交通体系への見直しを図るとともに、持続性の高い公共交通ネット

ワークの構築にむけて、市内公共交通の再編に向けた検討を行い、次年度以降に

おける適正な公共交通の再編を実施していくための「むつ市公共交通再編計画」

の策定に係る業務を円滑に遂行することを目的とする。 

 

３ 業務委託期間 

契約締結日から令和８年３月３１日までとする。 

 

４ 業務の対象地域 

 むつ市内全域 

 

５ 業務内容 

⑴ 公共交通の利用実態の整理 

 市内における路線バス、タクシー、鉄道等の公共交通機関の運行状況や利用
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状況等のデータを整理する。また、人口動態、地理的特性や施設の立地状況に

ついても整理する。 

 なお、利用実態の整理において必要なデータについては、既存資料及び独自

に入手した資料等を想定しているが、不足している情報等があれば、整理に必

要なアンケート調査等の調査項目を整理し、発注者と受注者で協議の上、アン

ケート調査等を実施する。 

 

⑵ 公共交通の課題の整理 

 市内における公共交通を取り巻く環境の変化や今後解決すべき公共交通の課

題を整理する。 

 なお、課題の整理において必要なデータについては、既存資料及び独自に入

手した資料等を想定しているが、不足している情報等があれば、整理に必要な

アンケート調査等の調査項目を整理し、発注者と受注者で協議の上、アンケー

ト調査等を実施する。 

 

⑶ 公共交通再編に係る関係者協議の開催支援 

 公共交通再編に係る関係者との協議に参加し、資料の作成や運営支援を行う。 

 なお、各協議においては、原則、対面で参加することとし、関係者の手配や

スケジュール調整等については、発注者と受注者の協議の上、決定する。 

 ① 交通事業者との協議  ２回程度 

  ② むつ市関係課との協議 ２回程度 

  ③ ①と②の合同協議   ２回程度 

 

⑷ 公共交通再編に係るセミナー等の開催 

 市民に対して公共交通再編の必要性や維持確保のための意識醸成を図るた

め、セミナー・ワークショップ・フォーラム等の形式で１回以上開催するもの

とする。 

 開催方法や内容については、提案事項とするが、講演を実施する場合におけ

る講師への謝礼等については業務委託費に含むものとする。 

 なお、開催通知の事務、参加者の手配やスケジュール調整等については、発

注者と受注者の協議の上、決定する。 
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⑸ むつ市公共交通再編計画（案）の作成 

 ⑴から⑷の実施結果を踏まえ、次年度以降、市内における具体的な公共交通

の再編を実施していくため、次年度及び中長期のむつ市公共交通再編計画（案）

の作成を行う。 

 なお、むつ市公共交通再編計画（案）の作成においては、下北地域公共交通

計画との整合性を図る。 

 

⑹ 打合せ協議 

 本業務を円滑かつ効果的に遂行するため、発注者との打合せ協議を行うこ

ととし、協議内容は都度受注者が記録し、相互確認の上、協議データを保管す

るものとする。 

 

６ 成果品 

  本業務の成果品は以下のとおりとする。 

 なお、成果品の引き渡し後に受注者の過失等に起因する不良箇所等が発見され

た場合には、受注者の責任において直ちに補正しなければならない。 

 ⑴ 業務報告書（Ａ４版）          ２部 

 ⑵ むつ市公共交通再編計画（案）（Ａ４版） ２部 

 ⑶ ⑴及び⑵を格納した電子記録媒体（CD-R） １枚 

 ※電子記録媒体については、PDF 及び加工可能なデータ形式（Word、Excel、

PowerPoint）で作成する。 

 

７ 資料の貸与 

 受注者は、本業務に必要な資料を発注者より借り受けるものとするが、適正な

管理に努めるとともに、業務完了後、速やかに返却するものとする。 

 

８ 検査 

 本業務の実施中、受注者は必要に応じて発注者の部分検査を受け、業務完了後

は最終検査を受けるものとする。 

 なお、加除・訂正等の指示を受けた場合は、速やかにその指示に従うものとし、

それに要する経費は受注者が負担するものとする。 
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９ その他 

⑴ 受注者は、本業務の履行にあたり関連諸法令及び条例等を遵守しなければな

らない。 

⑵ 受注者は、本業務の全部又は一部を第三者に委託し、又は請け負わせてはな

らない。ただし、あらかじめ発注者の承諾を得た場合は、この限りではない。 

⑶ 本業務に伴う必要な経費は、仕様書に明記のないものであっても原則として

受注者の負担とする。 

⑷ 受注者は、本業務により得られた成果品及び資料、情報等は発注者に許可な

く第三者に公表、漏洩してはならない。 

⑸ 受注者は、本業務中に生じた事故に対する一切の責任を負うものとし、事故

の状況等を速やかに発注者に報告し、発注者の指示に従うものとする。 

⑹ 本業務により得られた資料、情報及び成果品等の所有権、著作権及び利用権

は発注者に帰属する。ただし、本業務の実施にあたり、第三者の著作権等その

他の権利に抵触するものについては、受注者の責任と費用をもって処理する。 

⑺ 本仕様書に定めのない事項や業務の実施にあたり疑義が生じた場合は、速や

かに発注者と受注者で協議の上、決定する。 


